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不
幸
な
戦
争
を
終
え
て
す
で
に
十
年
の
歳
月
が
流
れ
、
我
が
東
洋
文
庫
も
漸
次
復
慕
の
路
を
辿
ろ
う
と
し
て
い

る。

過
去
に
於
て
諸
先

學
の
不
撓
の
努
力

に
よ
っ
て

我
が
國
の
東
洋
學
に
大
い
な
る
貢
邸
を
な
し
た
文
庫
は
、
戦
敗

に
よ
る
鯉
清
的
打
撃
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
堅

賓
な
賀
頼
を

こ
こ
敷
年
来
、
國
の
内
外
か
ら
等
し
く
評
慣
さ
れ
、
多
大
な
援
助
を
得
て
そ
の

活
動
の
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
行

っ
た
。

昭
和
三
十
年
、
故
梵
田
亨
博
士

の
御
盤
力
に
よ
り
文
部
省
か
ら
参
百
八
拾
王
萬
圏
の
補
助
金
を
受
け
、
研
究
成
果
の
刊
行
に
大
い
な
る

便
宜
を
得
た
の
に
引
綾
き
、
三
十

一
年
度
に
は
更
に
参
百
萬
園
の
増
額
を
得
、
研
究
成
果
の
出
版
の
外
に
圏
書
の
充
賀
及
び
研
究
者
の
養

東
洋
文
庫
は
そ
の
使
命
の
一
っ
と
し
て
東
洋
學
に
闘
す
る
業
績
を
公
列
し
て
来
た
。
戦
後
も
こ
の
事
業
を
織
紋
し
て
来
た
が
、
出
版
費

°
支
出
は
そ
の
乏
し
い
財
加

に
よ
っ
て
は
容
易
に
蹄
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ

の
結
果
、
重
要
な
業
績
も
久
し
く
俊
底
に
眠
る
も

の
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

し
か
る
に
三
十
年
度
よ
り
こ
れ
ら
の
著
作
も
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

論
痰
と
し
て

「
明
史
食
貨
志
繹
註
」
二
巻
が
、
叢
列
と
し
て
「
古
鮮
冊
譜
」
第
一
冊
が
、
叉
或
い
は
欧
文
紀
要

予
ー
一
年
度
も
、

従
来
、
文
庫
は
洋
の
東
西

に
亙
つ
て
東
洋
學
闘
係
の
圏
書
の

一
大
賓
庫
と
し
て
、
國
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外

に
も
廣
く
知
ら
れ
て

い
た

が
、
敗
戦
に

よ
っ
て
財
政
困
難
の
た
め
こ
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
の
織
絞
は
殆
ど
停
頓
の
已
む
無
き
朕
態
に
陥

っ
た
。
こ
の

間
に
あ
っ
て
諸
外

醐
の
東
洋
學
機
闘
並
び
に
東
洋
學
者
と
の

間
に
出
版
物
の
交
換
の
契
約
を
取
り
結
び
、
主
要
な
研
究
雑
誌
や
圏
書
を
多
数
集
め
る
こ
と
が

れ
た
。

成
等

に
も
力
を
入
れ
る

こ
と
が
出
来
る
様
に
な

っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
に
於
け
る
東
洋
文
庫

Y』

ヽ

．
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o
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6

が
、 ヽ
公
に
さ
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が
あ
っ
た
。

ヽ

``‘
 
。

1̀

v 

出
来
た
の
は
専
ら
榎
研
究
員
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
各
國
の
研
究
が
漸
次
復
活
す
る
に
及
び
、
そ
の
成
果
も

逐
次
公
に
さ
れ
る
も
の
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
を
購
入
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
到
す
る
財
源
殆
ど
無
く
、
大
い
に
困
窮
し
た
。

文
部
省
は
こ
の
窮
情
を
理
解
し
、
三
十

一
年
度
に
約
二
百
萬

OO
を
圏
書
充
賀
の
費
用
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
こ
れ

に
よ
り
箪

行
本
は
洋
書
一
八
四
部
ニ
ニ
九
冊、

漢
籟
二
七
四
部
六
五

0
冊
、
和
書
二

四
部
三
六
冊、

合
計
四
八
二
部
九

一
五
冊、

雑
誌
は
欧
文

一
七

ハ
部
六
六
四
冊、

華
文
ニ
一
部
四
四
冊、

邦
文
八
部

―
二
三
二

冊、

合
計
二

0
五
部

一
九
四

0
冊
を
購
入
し
、
そ
の
結
果
文
庫
は
再
び
批

界
の
東
洋
學
の
最
新
知
識
を
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
庫
に
は
も
と
研
究
生
の
制
度
が
あ
り
、
少
牡
の
研
究
者
の
蓑
成
に
努
め
て
い
た
。
嘗
時
の
研
究
生
で
今
日
學
界
の
重
鎮
と
な

る
人
も
少
く
な
い
。
由
来
東
洋
學
に
従
事
す
る
人
々
は
批
間
的
に
は
比
較
的
恵
ま
れ
な
い
の
で
、
我
が
國
の
東
洋
學
を
堅
賞
に
進
展
さ
せ

る
た
め
に
は
斯
學
に
志
す
若
き
世
代
を
育
成
す
る
こ
と
が
絶
酎
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の

事
業
も
文
部
省
の
好
意
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ、

三

十

一
年
度
よ
り
研
究
者
養
成
の
費
用
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
名
の
新
進
學
徒
を
研
究
生
と
し
て
採
用
し
た
。

な
お
、
文
庫
の
活
勁
の

一っ

と
し
て
春
秋
二
期
に
開
催
し
て
い
た
公
開
講
座
「
東
洋
學
講
座
」
も
三
十

年
よ
り
再
開
し
、
世
人

の
闘

更
に
昭
和
二
十
八
年
以
来
、
文
庫
を
中
心
と
し
て
設
け
ら
れ
た
敦
煽
文
書
整
理
研
究
委
員
會
は
文
部
省
よ
り
前
年
度
に
引
綾
き
機
闘
研

ス
タ
イ
ン
文
書
の
自
由
な
利
用
も
近
い
将
来
に
約
束
さ
れ
、
我
が
國
の
東
洋

國
外
か
ら
の
援
助
と
し
て
は
前
年
度
か
ら
の
磯
鑽
と
し

て
ハ

ー
ヴ
ァ

ー
ド
・

エ
ン
チ
ン
研
究
所
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
圏
か
ら
の
怖
助

ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
・

エ
ン
チ

ン
研
究
所
の
袖
助
七
、
五

0
0弗
は
文
庫
の
主
な
事
業
で
あ
る
出
版
と
研
究
者
養
成
に

向

け

ら

學
界
に
大
き
な
寄
典
を
な
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

究
交
付
金
の
仙
助
を
受
け
て
そ
の
整
碑
に
嘗

つ
て

い
る
が
、

心
を
高
め
た
。

て
し、

-2=  



療
養
中
で
あ
っ
た
、
研
究
部
事
務
婚
裳
の
松
村
潤
氏
は
健
康
を
恢
復
し
て
、

十

一
年
九
月
か
ら
復
職
し
た
。
そ
の
外、

れ
、
文
部
省
の
援
助
と
相
侯
つ
て
文
庫
の
再
出
登
に
重
嬰
な
活
力
を
典
え
て
い

る。

そ
の
出
版
物
と
し
て
は
満
文
老
楷

I
を
印
行
し

た。

三
十
一
年
四
月
、
司
研
究
所
の
新
暉
市
長
ラ
イ
シ
ャ
ウ
ア

ー
氏
は
文
庫
に
来
訪
、
文
庫
嘗
局
者
と
懇
談
さ
れ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
財
開
は
文
庫
内
に
設
け
ら
れ
た
近
代
中
國
研
究
委
員
會
に
野
し
三
十

一
年
十

一
月
よ
り
向
う
一ー
一年
間
二
六
、
八
六
五

弗
を
柿
助
し
、
同
委
員
會
は
こ
れ
に
よ
り
着
々

成
果
を
皐
げ
て
い
る
が
、
三
十

一
年
度
に
は
委
員
坂
賑
正
高
氏
を
米
國
に
派
遣
し
、
米
國

こ
れ
ら
の
國
内
・
國
外
の
援
助
に
よ
り
東
洋
文
庫
は
文
字
通
り
蘇
生
し

た
と
い

え
る
。
文
庫
は
こ
れ
に
よ

っ
て
そ
の
偲
統
的
な
活
動
を

再
び
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
叉
新
し
い
情
勢
に
即
應
し
て
そ
の
獨
白
の
機
能
を
見
出
し
て
行
く
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
文
部
省
賞
局
、
殊
に
常
に
勒
告
と
指
導
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
大
學
學
術
局
の
岡
野
學
術
課
長
、
渡
泌
課
長
柚
佐
、
大

谷
内
事
務
官
等
の
諸
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
叉
ハ

ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ

ン
チ
ン

研
究
所
の

エ
リ
セ
イ
エ
フ
博
士
及
び
ラ
イ
シ

ャ
ウ

ア
ー
博
士
、
並
び
に

ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
財
隈
の
方
々
に
も
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
一
十

一
年
度
に
於
て
人
事
の

面
に
若
干
の
動
き
が
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
夏
、
イ

ン
ド
政
府
の
懇
請
に
よ
り

一一
ュ
ー
デ
リ
ー
大
學

大
學
院
に
招
聘
さ
れ
て
そ
の
建
設
に
盤
力
し
た
研
究
部
長
代
理
榎

一
雄
氏
は
そ
の
大
任
を
果
し
て
i

十
二
年
二
月
末
鰈
朝
、
復
任
し
た
。

欧
羅
巴
を
鰐
て

三
十

一
年
四
月
、
戦
後
文
庫
の
庶
務
・
會
計
の
主
任
で
あ
っ
た
中
尾
方

一
氏
は
病
氣
の
た
め
野
任
し
、
そ
の
代
り

に
開
國
百
年
記
念
文

化
事
業
會
の
會
計
を
婚
嘗
し

て
い
る
大
友
長
太
郎
氏
が
臨
時
に
兼
務
と
し

て
會
計
を
主
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
十
年
六
月
病
を
得
て

十
一
年
四
月

こ
。
f
 
叉
前
年
度
近
代
中
國
研
究
委
員
會
か
ら
米
國
に
派
遣
さ
れ
た
市
古
宙
三
氏
は
そ
の
視
察
を
終
え
、

i

十
年
九
月
饂
國
し

に
於
け
る
研
究
朕
況
、
研
究
機
闊
及
び
研
究
資
料
を
視
察
さ
せ
た
。

ヽ

• 

&~ 
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表
す
る。

ヤ

9、

に
閲
翌
係
に
金
子
良
太
氏
、
研
究
部
事
務
瞬
託
に
吉
村
敬
子
嬢
が
そ
れ
ぞ
れ
新
任
さ
れ
た
。
か
く
て
人
的
に
も
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
よ
う

永
ら
く
研
究
員
と
し
て
叉
研
究
顧
問
と
し
て
文
庫
の
研
究
活
動
に
貢
獣
さ
れ
た
橋
本
増
吉
博
士
は
昭
和
三
十
一
年
直
月
十
九
日
に
逝
去

さ
れ
た
。

叉
六
月
八
日
に
は
嘗
て
和
漢
書
目
録
を
招
嘗
さ
れ
た
樋
口
慶
千
代
氏
が
永
眠
さ
れ
た
。
阿
氏
の
霰
に
封
し
て
深
く
哀
悼
の
意
を

と
し
て
い

る。
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立
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會
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館
支
部
）

ー
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書
運
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會

—
i

ー
研
究
部
ー

上
研
究
部
會
4
汀
ぃ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
~

ー
評
議
員
會

―

―

ー
ー
一
研
究
部
運
螢
委
員
會

文
庫
の
設
漑
鰹
螢

本
財
関
法
人
は
前
條
の
目
的
を
逹
す
る

為
左
の
事
業
を
行
ふ

第
二
章

目
的
及
事
業

本
財
幽
法
人
は
東
洋
に
闘
す
る
圏
害
を
蒐
集
し
東
洋
學
の
研
究
及
其
普
及
を
圏
る
を
目
的
と
す

第

一
條
本
財
閣
法
人
は
財
園
法
人
東
洋
文
庫
と
稲
す

第

一
章

名

J 

組
ノ

織 ／
 

稲

財

関

法

人

東

洋

文

庫

寄 9' 

’
 

行

為

・' 

／
 

I
 

J
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第
八
條

第
七
條

基
本
財
産
は
之
を
虞
分
す
る
こ
と
を
得
ず

第
六
條
五

雑

牧

入

四

研
究
部
の
設
置
鯉
螢

講
演
會
講
習
會
展
闘
會
の
開
催

有
盆
な
る
閾
害
の
出
版

本
財
関
法
人
は
事
稔
所
を
東
京
都
文
京
蔦
駒
込
上
富
士
前
町
百
四
十
七
番
地

に
骰
＜

資
産
及
會
計

圏
書
其
の
他
の
動
廂

第

一
腕
及
第
二
銃
の
財
距
よ
り
生
ず
る
果
賀

本
財
圏
法
人
の
資
究
は
評
議
員
會
の
決
議
し
た
る
方
法
に
依
り
碑
事
長
之
を
管
理
す

但
し
財
園
法
人
の
目
的
遂
行
上
基
本
財
産
の
虞
分
を
必
要
と
す
る
と
き
は
評
議
員

四
分
の

三
以
上
め
同
意
を
得
且
、
主
務
官
慶
の
認
可
を
受
く
る
こ
と
を
要
す

本
財
閣
法
人

の
鯉
費
は
第
五
條
第
二
琥
第
四
琥
並
に
第
五
琥
の
牧
入
及
前
年
度
繰
越
金
を
以
て
之
を
支
辮
す

本
財
刷
法
人
設
立
者
及
有
志
の
寄
附
金

基
本
財
産

第

五

條

本

財

閑
法
人
の
査
産
左
の
如
し

第
四
章

第
四
條

第
三
章

事

務

所

五

其

他

評

議
員
會
の
決
裁
に
依
り
必
妻
と
認
め
た
る
事
項

四

- 6 -



ー

・
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第

十

八

條

役

員

の
任
期
は
四
ケ
年
と
す

第

十

七

條

評

議
員
は
罪
町
會
の
決
議
に
よ
り
之
を
推
的
す

役
員
柿
歓
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
問
と
す
役
員
は
任
期
満

む
る
と
き
は
延
期
す
る
こ
と
を
得

第
十
六
條

但
し
理
事
會
に
於
て
巾
務
に
支
障
た
し
と
認

理
事
長
は
本
財
咽
法
人
を
代
表
し
其
巾
務
を
統
轄
し
會
隈
の
議
長
と
な
る

理
事
長
及
専
務
碑
事
は
謡
平
の
互
選
に
依

z

第
十
五
條
理
事
中
に
碑
渭
長

一
名
を
岡
き
別
に
専
務
碑
巾
i

名
を
置
く
こ
と
を
得

第
十
四
條

理
事
及
餌
皿
消
は
評
諮
員
會
に
於
て
評
議
員
中
よ
り
之
を
互
選
す

第
十
三
條

本
財
幽
法
人
の
豫
罪
は
毎
年
度
評
議
員
命
の
決
議
を
鰹
て
之
を
定
め
決
竹
元
は
其
の
認
定
を
鯉
べ

き
も
の
と
す

本
財
幽
法
人
の
會
計
年
度
は
苺
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
翌
年
一
二
月
三

1
一
日
に
終
Z

本
財
閲
法
人
解
散
す
そ
に
窄
り
た
る
時
は
碑
事
は
豫
め
評
議
員
會
の
汰
議
を
鯉
且
主
務
官
顧
の
認
可
を
得
て
残
餘
財
究
を
同

様
目
的
を
有
す
る
官
公
立
又
は
私
立
の
問
骰
に
寄
附
し

て
本
財
閲
法
人
の
設
立
の
目
的
を
永
遠
に
織
絞
せ
し
む
る
こ
と
を
岡
る

べ
し

第
十
二
條

第
十

一
條

第
十
條 ／

 

本
財
問
法
人
に
叫
巾
五
名
以
上
七
名
以
内
監
市
二
名
以
内
及
評
議
員
芳
干
名
を
置
く

専
務
碑
事
は
碑
事
長
を
柿
佐
し
本
財
問
法
人
の
事
務
を
掌
理
し
暉
事
長
故
監
カ
ス
時
は
其
の
職
務
を
代
理
す

理
事
及
監
事
に
鋏
員
を
生
じ
た
る
時
は
評
議
員
會
を
開
き
柿
鋏
選
撃
を
行
ふ

但
し
再
任
を
妨
げ
ず

策
六
章

役

員

第
可
章

解

散

第
九
條

毎
會
計
年
度
の
終
に
於
て
剰
餘
金
あ
る
時
は
之
を
紫
本
財
商
に
編
入
す

但
し

一
部
に
限
り
之
を
翌
年
度
に
繰
越
す
こ
と
を
得

彎

2̀
 

/
 

．．
 

/ 

/‘ 
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第

八

章

附

る
時
は
議
長
之
を
決
す

五
第
二
十
條

第
二
十

一
條

監
事
叉
は
評
議
員
の
三
分
の
一

以
上
よ
り
會
議
の
目
的

た
る
事
項
を
示
し

て
請
求
を
な
し
た
る
時
は
評
議
員
會
左
開
く
こ
と

歳
入
歳
出
豫
算
を
定
む
る
こ
と

役
員
を
選
學
す
る
こ
と

"＂"J H
 

本
寄
附
行
為
を
菱
更
す
る
こ
と

其
他
碑
事
に
於
て
必
要
と
認
め
附
議
し
た
る
事
項
に
就
き
｛番
議
す
る
こ
と

第
二
十
三
條

第
二
十
二
條

評
議
員
會
は
評
議
員
三
分
の
一
以
上
の
出
席
を
以
て
成
立
し
議
事
は
其
の
過
牛
敷
の
同
意
に
依
り
て
決
す

但
し
第
二
十
一
條
の
寄
附
行
為
の
菱
更
に
就
き
て
は
評
議
員
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
要
す

本
寄
附
行
為
は
理
事
會
及
評
議
員
會
の
決
議
を
鰹
主
務
官
靡
の
認
可
を
得
て
之
を
隻
更
す
る
こ
と
を
得

四

決
算
の
認
定
に
闘
す
る
こ
と

評
議
員
會
の
取
締
櫛
限
左
の
如
し

可
否
同
敷
な

を
要
す

と
を
得

評
議
員
會
は
理
事
長
之
を
招
集
し
毎
年
一
回
之
を
開
く

但
し
理
事
に
於
て
必
要
と
認
め
た
る
時
は
臨
時
之
を
招
集
す
る
こ

第
十
九
條

浬
事
會
は
理
事
長
之
を
招
集
し
理
事一
二
名
以
上
の
出
席
を
以
て
成
立
し
議
事
は
其
の
過
半
敷
の
同
意
に
依
り

て
決
定
す

第

七

章

會

議

了
後
と
雖
後
任
者
就
任
す
る
迄
其
の
職
務
を
行
ふ

- 8 -



評

議

員

高

橋

龍

太

郎

（
元
通
産
大
臣
）

潮

田

江

次

（
日
本
學
士
院
會
員

（
明
治
屋
本
店
砒
長
）

（
飯
野
海
運
社
長
）

（
元
早
稲
田
大
學
総
長
）

（
元
慶
應
義
塾
大
學
穂
長
）

島

田

孝

俣

野

健

輔

磯

野

長

蔵

新

村

出

京
都
大
學
名
春
教
授
）

小

泉

信

（
日
本
學
士
院
會
員

元
慶
應
義
塾
大
學
穂
長
）

監

事

岡

東

浩

（
東
山
股
事
常
務
取
締
役
）

山

本

逹

郎

澁

澤

敬

小

倉

正

恒

徳

JI I 

ケ•ら
ーて
刀ヽ

敬

有

光

次

郎

理

事

和

田

清

理

事

長

細

川

護

職

員

立

（
日
本
學
士
院
會
員

（
元
文
部
次
官
）

（
元
参
議
院
議
員
）

（
元
大
蔵
大
臣
）

（
元
大
蔵
大
臣
）

（
東
点
大
學
赦
授
）

（
文
化
財
保
護
委
員
）

東
京
大
學
名
券
教
授
）

●

l
‘
 

” 
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藤

田

亮

作

相

原

末

治

岩

井

大

惹

原

田

淑

人

研
究
部
（
部
長）

和

（

顧

問

）

津

田

左

右

吉

田

清

金

子

良

太

宇

都

木

章

森

岡

康

田

J I I 

孝

石

黒

弾

致

圏
書
部
（
部
長
）
岩

井

大

惹

丸

皓

美

貴

子

結

務

部

大

友

長

太

郎

梅

原

末

治

石

黒

俊

夫

矢

内

原

忠

雄

（
東
京
藝
術
大
學
敦
授
）

（
東
京
大
學
総
長
）

（
三
菱
地
所
會
計
會
頭
）

（
京
都
大
學
名
春
教
授
）

（
日
本
學
士
院
會
員

（
早
稲
田
大
學
名
脊
敦
授
）

（
日
本
學
士
院
會
員
）

“
'
 

東
京
大
學
名
臀
教
授
）

馳

- 10 -



永

枝

昭

斯

波

義

信

（
研
究
生
）

山

ロ

瑞

鳳

松

村

潤

田

中

正

俊

（
在
ヶ
ム
プ

リ

ッ
ジ
大
學
）

（
横
濱
市
立
大
學
助
教
授
）

本

田

質

信

山

根

幸

夫

根

谷

徹

（
東
以
大
學
助
教
授
）

闘

野

雄

（
東
京
大
學
助
教
授
）

河

野

ノ‘

郎

（
東
恥
教
育
大
學
助
教
授
）

榎

雄

（
東
責
小
大
學
教
授
）

末

松

保

和

（
研
究
員
）
岩

（
學
習
院
大
學
教
授
）

生

成

（
東
京
大
學
教
授
）

山

本

逹

郎

岩

村

忍

（
以
都
大
學
教
授
）

村

田

治

郎

（
以
都
大
學
敬
按
）

辻

直

四

郎

＊ ． ‘ ｀ 

（
東
京
大
學
教
授
）

● ヽ

拿

會

- 11 -



（
事
務
闊
託
）
吉 高

村

敬

子

畠

稔

- 12 -



食
貨
六

食
貨
五

錢
紗
．
坑
冶

商
税
・
市
舶
・
馬
市

上
供
採
造
・
採
造
・
柴
炭
・
珠
池
・
織
造
・
燒
造
・
俸
餡

茶
法

中

山

八

郎

佐

久

間

重

男

百

瀬

弘

食
貨
四

墜

法

藤

井

宏

食
貨
三

漕
運
・
倉
庫

佐

久

間

重

男

星

斌

夫

食
貨
二

賦
役

山

根

幸

夫

田

制

屯

I
I
l
．
荘
川

藤

井

り
に
原
文
お
よ
び
明
代
社
會
鯉
清
史
研
究
文
獣
目
録
を
附
加
し

て
い
る
。
本
文
の

内
容
お
よ
び
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

海

食
貨

戸
ロ

松

本

善

0
和
田
洞
編
『
明
史
食
貨
志
謀
註
』

嬰
旨
一
八
頁

地
園
三
葉

本
書
は
、
明
史
食
貨
志
を
仮
名
交
り
文

に
書
き
下
し
、
こ
れ
に
詳
細
な
註
繹
を
施
し
た
も
の
で
、
初
め
に
編
者
の
序
文
が
あ
り
、
終

四

事

業

東
洋
文
庫
論
叢
第
四
十

1

刊

行

四

書

昭
和
三
十
二
年
三
月

宏

A
韮
版

一
三
三

0
頁

索

引

五

四

頁

英

文

- 13 -



第

A
 Brief
 
A
c
c
o
u
n
t
 o
f
 

0
前
間
恭
作
編
『
古
鮮
冊
滸
』
第
三
冊

苦
順
に
排
列
し
て
、
著
者
名
お
よ
び
そ
の
略
博
、
序
践

・
版
稲

・
版
地
・
丁
敷

・
版
木
所
在

・
書
誌
學
的
解
題
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

0
満
文
老
溜
徊
研
究
會
謡
註
『
満
文
老
楷
』

II
（
太
祖

2
)

東
洋
文
即
睾
刊
第
寸
ニ

圏
版
四
二
葉

肌
に
引
絞
き
、
太
祖
の
第
三
十
二
巻
よ
り
第
六
十
三
巻
ま
で
、
年
代
的

に
い
つ
て
天
命

七

年

(
-
六
二
二
）

正
月
よ
り
天
命
九

年

(

-
六
二
四
）
六
月
ま
で
が
牧
め
ら
れ
て
い

る
。
な
お
三
十
二
年
度
に
第
三
刑
を
刊
行
し
、
太
祖
の
巻
を
完
了
す
る
豫
定
で
あ
る
。

0
東
洋
文
庫
欺
文
紀
要

版

二
葉

M
e
m
o埒
s
o
f
 
t
h
e
 R
e
s
e
a
r
c
h
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 
t
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
.
 

N
o
.
 
1
5
.
 
(
1
9
5
6
)
 

Special n
u
m
b
e
r
 in 
m
e
m
o
r
y
 o
f
 t
h
e
 late 
P
r
o
f
.
 Dr
.
 
K
u
r
a
k
i
c
h
i
 
S
H
I
R
A
T
O
R
I
 

Dr
.
 
S
H
I
R
A
T
O
R
l's
 L
i
f
e
 a
n
d
 W
o
r
k
s
.
 

な
お
、
巻
末
に
末
松
保
和
「
前
間
先
生
小
俯
」
を
附
録
す。

4
 
ー

昭
和
三
十

一
年
八
月

B
査
版

固
八

九

頁

園

で
あ
る
。
自
家
所
蔵
本
は
も
と

よ
り
、
諸
種
目
録
あ
る
い
は
賓
見
に
も
と
づ
き
、
廣
く
古
今
東
西
に
亙
る
公
私
所
蔵
の
朝
鮮
本
を
五
十

本
書
は
昭
和
十
九
年
四
月
登
刊
の
第
一

冊
（
ア

l
コ
）
、
昨

三
十

一
年
三
月
登
刊
の
第
二

冊

（サ

l
ソ
）
に
綬
く
最
終
冊

（タ
ー
ヮ
）

東
洋
文
庫
叢
刑
第

1
一

昭
和
三
十
二
年
三
月

B
査
版

八
二

0
頁

な
お
、
末
尾
の

地
圏
三
葉
は
、
明
代
漕
運
圏
（
星
）

明
仕
行
墜
匿
圏

（
藤
井）

お
よ
び
明
代
行
政
麗
劃
圏

（
松
本
）
で
あ
る
。

會
計

百

瀬

弘



T
h
e
 List 
of 
W
o
r
k
s
.
 

Articles :
 

A
 S
t
u
d
y
 o
n
 T
'iao-chih

條
支
．

’
 
會
・

C
h
i
n
e
s
e
 Ideas 
Reflected 

in 
the Ta-ch'in

大
秦
A
c
c
o
unts.

.,
會

T
h
e
 G
e
o
g
r
a
p
h
y
 of 
the vVestern 

R
e
g
i
o
n
 Studied 

o
n
 the Basis 

of 
the Ta-ch'in 

A
c
c
o
u
n
t
s
.
 

A
 N
e
w
 A
t
t
e
m
p
t
 at 
the 
S81ution of 

t
h
e
 Fulin
彿
蘇
P
r
o
b
l
e
m
.

N
o
.
 16. 
(1957) 

Kurakichi 
S
H
I
R
A
T
O
R
I
白
鳥
庫
吉
；
O
n
the Ts'ung-ling

葱
嶺
Traffic
R
o
u
t
e
 D
c
3
cribej 
b
y
 C. P
T
O
L
E
-

M
A
E
U
S
.
 

Sei 
W
A
D
A
和
田
清
；
S
o
m
e
P
r
o
b
l
e
m
s
 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
the Rise of 

T'ai-tsu
太
組
，
the
F
o
u
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「
欧
米
に
お
け
る
東
洋
船
研
究
の
現
朕
」

• 

東
京
大
卑
欲
授

山

本

逹

郎

第
九
十
七
回

ハ
月
1

一
十
七

H

い
て
」
中
央
大
學
文
學
部
紀
要
、
史
學
科
第
二
読
参
看
）
。

租
に
誤
り
が
あ
り
、

考
證
の
不
十
分
を
暴
露
し
て
い
る

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
窟
令
の
上
か
ら
見
た
均
田
租
店
調
制
の
闘
係

に
つ

目
立
つ
て
い
る
。
考
證
の
不
十
分
な
貼
で
は
、

「
中
國
に
お
け
る
中
園
史
研
究
の
現
朕
ー
ー
l

主
と
し
て
均
田
・
租
間
に
つ
い
て
ー
ー
ー
」

最
近
は
中
國
の
歴
史
闘
係

の
出
版
物
も
多
く
は

い
つ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
は
そ
の
す
べ
て
を
見
て
い

る
諜
で
も
な
く
、
ま
た

中
國
が
性
格
を
異
に
す
る

中
共
と
豪
瀦
と
に
分
か
れ
て
い
る
闘
係
上
、
こ

の
間
者
の
歴
史
學
界
の
現
朕
を
ま
と
め
て
述
べ
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
、
私
に

は
至
っ
て
不
向
き
な
仕
事
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
た
だ
程
が
特
に
氣
づ
い
た
だ
け
に
つ
い
て

い
え
ば
、
出
版
闘
係
で
は

中
共

・
豪
潤
と
も
に
、
歴
史
研
究
の
基
本
的
な
材
料
と
な
る
古
典
の
複
刻
や
名
著
の
再
版
に

つ
と
め
、
特
に
中
共
で
は
太
平
天
國
な
ど
の

近
代
の
史
料
集
の
刊
行
が
大
い
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
研
究
の
面
で
は
、
豪
洞
の
に
は
従
来
と
あ
ま
り
菱
つ
た
傾
向
が
認

め
ら
れ
な
い
が
、
中
共
で

は
、
中
共
的
な
立
場
で
、
過
去
の

事
質
に
再
拾
討
を
加
え
、
新
し
い
歴
史
を
作
ろ
う
と
す
る
意
欲
が
強
く
見
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
中
共
の
研
究
の

多
く
に
は
、
考
證
が
粗
雑
で
未
熟
で
あ
り
、
殊
に
文
章
が
悪
く
な

っ
て
い
る
の
が

一
九
五
四
年
の
歴
史
研
究
（
第
四
期
）
の
部
廣
銘
氏
の
意
見
、
翌
年
の
同
誌
（
第
五
期
）

所
戟
の
苓
仲
勉

・
韓
國
磐

・
胡
如
雷
三
氏
の
反
酎
論
を
墨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
部
氏
が
麿
の
均
田
制
と
和
庸
調
制
と
は
闊
係
な

し
と
し、

三
氏
が
そ
れ
に
反
酎
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
秋
は
孝
氏
等
三
氏
の
説

に
賛
成
で
あ
る
が
、
荊
者
と
も
に
研
究
の
過

第
九
十
六
回
昭
和
―
―
―
十
一
年
六
月
二
十
六
日

春

期

中
央
大
學
教

授

鈴

木

俊
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日
本
に
於
て
は
明
浩
の
中
梨
以
来
所
副
東
洋
學
が
勃
興
し
た
が
、
時
期
に
よ
っ
て
諸
外
國
の
研
究
に
封
す
る
闘
心

に
大
き
な
菱
化
が
み

ら
れ
る。

概
し

て
い
う
と
、
初
助

に
於
て
は
獣
米
°
研
究
に
釘
し
て
頗
る
注
意
を
彿
つ
て

い
た
が
、
日
本
に
於
け
る
研
究
が
登
屎
す
る
に

つ
れ
て
、
臥
米
の
著
作
物
を
消
化
し

よ
う
と
い
う
努
力
が
癖
れ
て
来
た
傾
向
が
あ
る
。
諸
外
國
の
研
究
に

は
、
日
本
と
は
異
つ
た
多
く
の

特
色
あ
る
菜
麟
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
こ
れ
に
注
目
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
、
日
本
の

研
究
が
孤
立
し

て
加
苦

前
か
ら
泊
勁
し
て
い
た
ス

エ
ー

デ
ン
の

カ
ー
ル

グ
＞
ン
教
按
、

的
な
も
の

に
な
ら
な
い

よ
う
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
厚
み
の
あ
る
駄
米
の
東
洋
學
の
他
統
は
今
も
盛
ん
に
紐
い
て
お
り
、
倒
え
ば

以

フ
ラ
ン
ス

5
セ
デ
ス
教
授
の

如
き
、
戦
後
も
絞
々
と
し
て
重
嬰
な
業
頼
を

彼
ぷ
し
て

い
る。

併
し
何
と
い
つ
て
も
第
二
次
批
界
大
戦
を
控
と
し
て
欧
米
の
哀
洋
學
は
著
し
く
整
化
し

た
。
ペ

リ
オ

・
マ
ス
ペ

N
)
他

の
詔
大
家
が
粗
次
い
で
歿
し
た
と
い
ふ
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
研
究
の
傾
向
が
菱
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
學
者
は

立
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
た
が
、
近
年
は
協
詞
・

協
力
の

傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ソ
。
〈
各
醐
の
シ
ナ
學
者
を
中
心

に
宿
靡
年
ー
背
年

ゾ
ナ
嬰
者
曾
議
」
が
罪
催
さ
れ
て
ア
ジ
ア

、
ア
メ

リ
カ
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
こ
の
會
議
を
中
心
と
し
て
各
刷
の
娘
者
の
協
力
に
よ
る

宋
伏
史
研
究
提
要
の
編
硲
が
進
み
つ
つ
あ
る
の
礼
‘
こ
の
新
し
い
勁
き
の
．
つ
で
あ
る
。

以
前
に

は
東
洋
學
と
い
え
ば
古
い
時
代
ル
J

扱
っ

た
も
の
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
披
紅
は
現
代
を
収
扱
う
學
者
が
少
な
く
な
い
。
こ
と
に
ア
メ

リ
カ

で
は
こ
の
傾
向
が
弧
く
、
証
災
的
な

研
究
と
誇
粧
の
社
食
科
象
と
の
結
び
附
き
も
間
返
と
な
っ
て
い
る
。
両
洋
で
哀
洋
と
い
え
ば
、
伶
口
て
は
ギ

リ
シ
ャ

・
ロ
ー

マ
に
先
行
す
る

古
伐
東
方
が
蒻
心
を
引
き
、
い
オ
ば
地
球
を
東
廻
り
の
方
向
で
東
洋
を
み
る
紺
向
が
強
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
で
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
太
平
汗

を
越
え
て
京
ア
ジ
ア
を
み
る
と
い
う
、
い
わ
ば
四
姻
り
の
方
向
を
と
る
東
洋
研
究
が
み
ら
れ
る
。
第
二
次
冊
界
プ
戦
以
後
の
東
洋
窯
民
族

の
獨
立
と
新
し
い
痰
展
は
、

靴
界
の
東
洋
に
酎
す
る
掴
心
tyj]
菱
せ
し

y.
、
所
謂
東
洋
學
に
も
大
き
な
菱
勁
を
起
し
つ
つ
あ
る
。

轟

｀
 

人

一
人
が
孤
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江
戸
幕
府
の
航
海
特
許
朕
を
携
え
た
朱
印
船
貿
易
に
つ
い
て
従
来
多
く
の

研
究
が
出
て
い
る
。
し
か
し
何
れ
も
嘗
時
の
諸
情
勢
か
ら
漠

然
と
判
斯
し
て
、
貿
易
は
盛
ん
で
そ
の
利
潤
も
大
で
あ
っ
た
と
説
く
だ
け
で
、
そ
の
具
罷
的
な
賓
惰
は
明
か
で
な
い
。
そ
こ
で
廣
く
内
外

が
東
南
ア
ジ
ア
十
九
地
に
渡
航
し
、
船
は
大
は
八

0
0噸
よ
り
小
は
一

0
0噸
で
、
平
均
三

0
0噸
位
で
あ
り
、
建
造
費
は
一
〇
噸
嘗
り

0
0間
）
位
で
あ

っ
た
。

始
め
は
和
船
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
西
洋
式
造
船
術
も
採
用
さ
れ
、
日
本
人
の
外
、
支
那
人

や
英
、
蘭
、
葡
、
西
人
が
勘
か
ら
ず
佃
わ
れ
、
日
本
人
も
欧
式
航
海
術
を
偲
習
熟
逹
す
る
様
に
な
っ
た
。
貿
易
家
も
、
百

ニ――
―十
名
あ
っ

た
が
、
そ
の
中
大
名

一
0
名
、
武
士
四
、
他
の
数
十
人
は
京
、
阪
、
堺
、

長
崎
な
ど
主
要
商
業
都
市
の
富
商
で
あ
っ
た
。

此
の
外
、
在
留

一
船
の
稽
載
資
本
は
主
と
し
て
銀
貨
で
、
大
は

一
五

0
0貫
よ
り
小
は

一
0
0貫
で
平
均
五

0
0貫
位
で
あ
っ
た
。

此
等
の
姿
銀
は
貿
易
家
自
身
の
出
姿
の
外
、
船
長
、
船
員
、
便
乗
商
人
の
銀
も
多
く
、
貿
易
は
各
階
層
共
同
に
て

熱
心
に
遂
行
さ
れ
た
。
朱
印
船
は
浪
航
先
で
、
移
住
日
本
人
の
協
力
を
得
て
、
巧
に
商
機
を
つ
か
ん
で
貿
易
を
遂
げ
、

駆
し
た
。
そ
の
主
要
輸
入
品
生
糸
、
絹
織
物
、
鹿
皮
、
麻
木
、
砂
糖
な
ど
を
常
に
大
量
に
買
付
け
、
そ
の
敷
量
は
常
に
蘭
支
船
の
そ
れ
を

途
に
凌
駕
し
、
少
く
と
も
諸
綜
費
を
差
引
て
も
十
割
内
外
の
利
潤
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
朱
印
船
の
年
間
結
貿
易
額
は
、
そ
の
殷
盛
時
に
在

つ
て

は
、
逝
に
蘭
船
を
凌
駕
し
、
支
那
船
よ
り
も
多
く
、
葡
船
と
伯
仲
の
間
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
貿
易
の
決
清
に
営
時
の
日
本
か
ら
諸
國

船

に
依
つ
て
鍮
出
充
嘗
さ
れ
た
銀
は
、
十
萬
乃
至
十
万
萬
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
逹
し
、

全
冊
界
銀
生
産
額
の

三
分
の

一
乃
至
四
分
の

一
の

g
額

支
那
人
、
四
洋
人
も
夫
々
十
餘
名
あ
っ
た
。

銀
子

一
貫

目

(

の
未
刊
の
史
料
に
よ
り
研
究
し
た
所
に
よ
れ
ば
、

「
朱
印
船
貿
易
に
闘
す
る
諸
問
題
」

第
九
十
八
回

秋

期

十
月
1

1

+-――
-H
 
――
-
+
H
 

鼻

東
京
大
學
教
授

疇

一
六

0
0年
よ
り
一
六
三
五
年
の
渡
航
禁
止
の
年
ま
で
、
少
く
と
も
延
敷
三
六
〇
餘
隻

岩

生

成

一
時
欧
州
商
人
を

- 18 -



で
あ
る。

一
九
四
五
年
に

お
け
る
こ
の
澁
跡
の
調
査
に
よ

っ
て
、

ロ
ー
マ
人
の
イ
ン

ド
に

お
け
る
活
動
朕
態
は
、
い
ち
じ
る
し
く
解
る
よ

「
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
追
跡
調
査
の
朕
態
」

ノ‘

G
r
ey
 
W
肖
e)
文
化
の
問

「
イ

ン
ド
古
代
史
上
の

獨
立
後
、

イ
ン
ド
の
考
古
學
界
で
は
、
自
國
の

古
代
の
歴
史
や
社
會
瓶
態
を
復
原
す
る
た
め
、
重
要
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
計
驚
的
に

調
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
敗
年
、
特
に
成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の

に
彩
文
灰
色
土
器

(
P
ainted

題
が
あ
る
。

．周
知
の
よ
う
に
、
南
ア
ジ
ア
最
古
の
文
明
は
ハ
ラ
ッ
゜
ぐ
文
化
人

(H
肖
a
p
p
a
n
)
の
手
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
が
（
い
わ
ゆ
る

イ
ン
グ
ス
文
明
）
、
こ
の
文
化
が
前
千
宜
百
年
前
後
に
炭
滅
す
る
と
、
そ
れ
に
代
つ
て
ア

ー
リ
ア
人
が
、
同
じ
地
域
で
活
躍
を
は
じ
め
た
。

し
か
し
最
近
ま
で

、
初
期
の
ア
ー
リ

ア
人
の
文
化
の
性
質
や
生
活
の
朕
態
は

、

考
古
學
的
に
は
全
く
不
明
で
、

わ
ず
か
に

前
七
•
六
冊
紀

以
降
の
朕
態
が
解
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
敷
年
束
、

R
u
p
貸
H
2
.
s
t
i
n
a
p
u
r
a
P
u
r
a
n
a
 Qila 
(
N
e
w
 D
e
l
h
i
)
な
ど
か
ら
、

ラ
ッ
パ
文
化
と
前
六
靴
紀
前
後
の
ア
ー
リ

ア
文
化
と

の
中
間
の
時
代
を
う
ず
め
る
も
の
と
し
て
彩
文
灰
色
土
器
退
跡
が
登
見
さ
れ
、
そ
の

敷
は
年
々
珀
し
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
て
新
ら
た
に
登
見
さ
れ
た
彩
文
灰
色
土
器
文
化
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
ヴ
ェ

ー
ダ
や
マ
〈
ベ

ー
ラ
タ
等

古
代
文
欧
に
よ
っ
て
物
語
ら
れ
て
い
る
古
代
の
朕
態
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

西
暦
紀
元
前
後
か
ら

i―
-•
四
肌紀
に
か
け

て
の
イ

ン
ド

と
ロ

ー

マ
の
貿
易
闘
係
を
侮
え
る
代
表
的
な
迫
跡
は
南
イ
ン
ド
の
A
r
i
k
a
m
e
d
u

う
に
な
っ
た
。
な
お
イ
ン
ド
（
パ

ー
キ
ス
タ
ン
と
セ

イ
ロ

ン
を
含
む
）
に
お
け
る

ロ
ー
マ
貨
幣
の
登
見
は
従
来
八

0
ヵ
所
近
く
に
お
よ
ん

一三
の
問
題
」

第
九
十
九
回
十
一
月
十
七

H

十
四

H

に
上

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

―-+
-
H
 

鼻

東
京
大
卑
敬
狡

上

次

男

ヽ
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西
ア
ジ
ア
方
面
の
考
古
學
上
の
登
椰
鯛
査
の
現
瓶
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ン

・
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク

・
シ
リ
ヤ

・
レ
ベ
ノ
ソ

・
ト
ル
コ
の
各
國

十

一
年
四
月
二
十

一
日

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
語
の
南
部
方
言

（
サ
イ
ゴ
ン
方
言
）
の
音
顆
的
特
徴
を
北
部
方
言
と
四
稲
し

て
述
べ
た
が
、
と
り
わ
け
、
音
簡
末
の
二
重

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
語
の
音
節
末
子
音
に
し
、
回
唇
醤
音
の
あ
と

で

〔
ー
釦
巳

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
音
が
そ
れ
ぞ
れ
、
〔
ーl
J

〕
↑
K
〕
と
粗
袖
う
分
布
を
な
す

allo
p
h
o
n
e
s
と
認
め
ら
れ
る
が
、
南
部
方
言
に
お

い
て
は

調
音
子
音
に
つ
い
て
次
の
事
質
を
取
上
げ
た
。

昭
和

「
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
語
に
闘
す
る
三
i

ーの
問
題
」

3

談

千
N
―――-11 

會

．じー

ベ
｀
K
o

刻

ナ‘

＂リ

こ

ロJJ
し

「
四
ア
ジ
ア
に

お
け
る
諸
泣
跡
の
現
朕
」

ォ
ス

タ
ー
ト
な
ど
か
ら
も
登
見
さ
れ
て
い
る。

で
な
く

マ
イ
ゾ
ー
ル
州
の

Chandravalli、

ヽ
ー
、

〔ーK
P
〕

と
い

う
二
重
調
香
子
音
が
現
れ
る。

北
部
方
言
に
お

一
九
五
五
年
度
に
お
い
て
、
さ
ら
に

N
e
v
a
s
a
と

く
a
d
n
a
g
a
r
の
ニ

カ
所
が
加
わ
っ
た
。

一
根

谷

徹

ア
リ
カ
メ
ド
ウ

か
ら
は
、
中
園
の

宋
元
時
代
の
齊
磁
・

宵
白
磁
・

白
磁
類
が
登
見
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
種
の
陶
料
は
、
こ
こ
ば
か
り

で
い

た
が
、

シ
ン

ド
の

B
r
a
h
m
i
n
a
d
そ
の
他、

ま
た
セ

イ
ロ

ン
の

D
a
d
i
g
a
m
a
~
 

Y
a
p
a
h
u
va
な

ど
か
ら
登
見
さ
れ
、
中
批
に
お
け
る
イ
ン
ド
と
中
図
の
貿
易
闘
係
を
物
諾

つ
て
い
る
。

宋
元
時
代
の
中
閾
陶
器
は
さ
ら
に
四
方
の
ア
フ

リ

カ
東
岸
の
ソ
マ
リ
ー
ラ

ン
ド
や
ケ
ニ
ャ

、
ア
ラ
ビ
ヤ

の
西
海
岸
、
イ

ラ
ン
の

ホ
ル
ム

ズ
ゃ

レ
イ
、
イ

ラ
ク
の
サ
マ

ッ
ラ
、

エ
ジ
プ

ト
の
フ

- 20 -



昭
和
三
十
一
年
六
月
十
六
口

「
戦
國
梵
の

侃
族
に
つ
い
て
」

宇

都

木

ギ

早

屈
唇
鯉
音
の

あ
と
で

〔ー
モ
m〕
〔
ー
l
J
J
,

〔ー
K
P
〕
〔
ー
K
〕
が
何
れ
も
現
れ
、
香
韻
諭
的
に
[
-
l
J
;
;
;
/

:

/ー
ぎ
こ
も
]
~
こ
{
]
の
釘
立
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
南
部
方
言
の
屈
唇
舟
昔
の
あ
と
の

[I
芝
9

[

1

定
は
そ
れ
ぞ
れ
北
部
方
言
の

[-n
l,
I
-
t
i

に
釘
應
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
十
七

冊
紀
前
半
の
オ
ラ
ン
グ
東
イ
ン
ド
鰐
齊
に
闘
す
る
一
考
察
」

-

i

ハ
0
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
棗
イ
ン
ド
會
肛
は
シ
ャ
ム
と
の
貿
易
闘
係
を
開
い
た
後
、
次
第
に
他
の
四
欧
諸
詞
を
黙
例
し
、

オ
ラ

ン
ダ
が
シ
ャ
ム
貿
易
の
獨
占
を
碑
立
し
た
原
因
は
、
①
常
時
ジ
ャ
ム
王
宗
が
内
外
の
市
罰
で
オ
ラ
ン
グ
と
の
提
拗
を
餘
依
な
く
さ

れ
、
そ
の
結
呆
他
の
國
は
オ
ラ
ン
グ
と
競
苧
し
難
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

グ
と
ポ
ル
．
ト
ガ

ル
の
抗
争
を
意
味
し
、
バ
タ
一
一
の
降
服
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
敗
北
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

②
オ
ラ

ン
グ
の
ジ

ャ
ム
貿
易
の
軍

要
な
廂
品
は
鹿
皮
で
あ
り
、
オ
ラ

ン
ダ
は
こ
れ
を
日
本
に
喩
入
し
た
が
、
日
本
の
鎖
國
に
よ

っ
て
オ
ラ
ン
グ
が
鹿
皮
貿
易
の
巨
．
利
を
獨
占

し
た
こ
と
で
あ
る。

の
一
六
三

四
年
の
速
征
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ム
と
。
／
タ
ニ
と
の
御
突
は
、
そ
の
支
持
國
た
る
オ
ラ
ン

戦
國
時
代
は
従
来
の
大
冊
族
の
菱
質

・
崩
壊
の
過
租
の
時
期
と
い
わ
れ
て
い
る
。

然
し
な
が
、
つ
、
新
興
し
て
き
た
士
陪
級
に
野
抗
し
、
常
に
そ
の
活
勁
に
霊
屈
を
加
え
た

tit
族
の
勢
力
が
な
お
弧
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
事
は
無
視
ぎ
れ
得
な
い

。
例
え
ば
戦
國
楚
の

机
族
は
そ
の
尤
も
好
い
例
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の

地
盤
の
―
つ
は
淮
北
・
江
東
に
存
し
、

ま
で
に
シ
ャ
ム
貿
易
を
殆
ん
ど
額
古
す
る
に
不
っ
た
。
そ
の
契
履
と
な
っ
た
の
ば
、

マ
レ

ー
半
位
1

屯
岸
の
小
國
。
〈
ク
一
一
に
釘
す
る
ジ
ャ
ム

昭
和
三
十
一
年
玉
月
十
九
日

ヽ

永

籾

昭
六
七

0
年
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一
般
に
前
者
は
湿
和
派

(M
o
d
e
r
a
t
e
s
)
、

｀
 
噸

斯

波

義

信

後
者
は
過
激
派

(
E
x
t
r
e
m
i
s
t
s
)
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

一
九
〇
六
年
の

宗
族
的
結
合
を
維
持
し
、
大
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
地
の
齊
に
接
し
て
い
た
闘
係
か
ら
彼
等
の
齊
に
封
抗
す
る
意
識
が
甚
だ
強

く
、
そ
の
た
め
封
秦
政
策
ま
で
失
敗
す
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
楚
國
の
非
常
時
に
封
虞
し
て
、
彼
等
の
園
結
が
常
に
固
く
根
強

昭
和
三
十
一
年
七
月
二
十
一
日

ベ
ン
ガ
ル
分
割
令

(
B
e
n
g
a
l

て
展
開
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
二
十
二
日

p
臼
tition

A
c
t
)
に
封
す
る
抵
抗
を
契
機
と
し
て
昂
揚
し
た
、
今
抑
紀
初
頭
に
お
け
る

イ
ン
ド
の
民

族
運
動
は
、
民
族
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
知
識
人
上
層
部
、
及
び
下
肝
郷
紳

B
h
a
d
r
a
l
0
k
と
知
識
人
中
下
層
部
の
二
つ
を
主
な
勢
力
と
し

國
民
會
議
派
大
會
に
お
け
る
、
分
割
反
野
・
ス
ワ
ラ
ジ
・
ス
ワ
デ
シ
・
民
族
教
育
の
四
大
決
議
は
、
雨
派
の
製
求
の
最
大
公
約
敷
的
表
現

で
あ
り
、
背
後
に
は
解
決
さ
る
べ
き
深
刻
な
社
會
的
鯉
惰
的
問
題
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
。

「
南
宋
米
市
場
の
分
析
」

中
図
本
土
の
鯉
清
的
基
盤
は
、
唐
の
中
期
以
後
江
南

へ
移
り
、
後
の

"
K
e
y
 E
c
o
n
o
m
i
c
 A
r
e
a
 "
の
某
礎
は
南
宋
時
代
に
略
ミ
確
立

し
た
。
こ
れ
に
伴
う
國
内
及
び
國
外
に
亙
る
商
業
的
繁
榮
を
、
嘗
時
の
中
図
の
全
鰹
濡
秩
序
の
裡
に
正
嘗
に
定
位
せ
し
め
、
更
に
中
國
商

業
の
峠
質
を
歴
史
的
観
黙
か
ら
究
明
す
る
事
が
営
面
の
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
其
の
手
掛
り
と
し
て
、
中
國
の
主
要
農
廂
物
の

―つ

で

あ
り
、
其
の
流
通
機
構
の
複
雑
な
米
を
採
り
上
げ
て
分
析
を
試
み
た
。

南
宋
に
於
け
る
米
市
場
の
分
析
の
結
果
、
日
官
僚
や
軍
隊
の
た
め
の
官
米
の
採
辮
ー
ー
和
贔
守
ー
ー
が
米
市
場
の
大
勢
を
左
右
し
た
で
あ

「
二
十
批
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
民
族
運
動
」

く
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
祉
族
的
性
格
の
故
で
あ
っ
た
。

高

畠

稔

--22 -



顆
提
起
を
お

こ
な
っ
た
。

阻
止
的
な
諸
條
件
を
饗
示
す
る
と
と
も
に
、

最
近
、
中
國
に
お

い
て
は
、
所
網
「
資
本
主
義
の
萌
芽
」
を
扱

っ
た
多
く
の

研
究
綸
文
が
焚
表

一
般
綜
濡
現
象
の
漠
然
た
る
評
恨
に
よ
っ
て
、
ま
た
鯉
榮
形
態
の
外
観
的
考
察
に
よ

っ
て
、

遡
ら
せ
て
、
極
め
て
安
易
に
認
め
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
胴
に

お
け
る
研
究
を
批
判
す
る
素
材
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
十

六

・
七
冊
紀
以
降
の
拗
子
江
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
製
絲

・
絹
織
物
業
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
存
在
す
る
、
賓
本
ギ
ぷ義
の
白
生
に
と
つ

て

の
契
機
を
究
明
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
の

み
、

一
見
阻
止
的
條
件
を
な
す
か
に
見
え
る

こ
れ
ら
の
諸
甲
質
そ
の
も
の
の
う
ち

に
主
憫
的
焚
展

ア
ジ
ア
就
會
に

お
け
る
近
代
的
進
化
の
法
則
性
を
碑
騎
化
し
得
る
の
で
は
な
い

か
と

い
う
問

「
賽
本
、主
義
の
明
芽
」
の
頂
象
を
、
時
代
を

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
は
、

昭
和
i

-

i

十

一
年
十

一
月
十
七
日

「
明
末
清
初
の
江
南
股
村
手
工
業
に

つ
い
て

ぇ11 

n
h
'

E
 

|

-J
 

た
。
裳
初
、
商
迦
派
は
そ
の
擁
し
た
俯
敷
に
お
い
て
、
悉
か
に
数
系
派
系
語
派
に
は
及
ば
な
か

っ
た
が
、

+
iこ冊
紀
に
空
り
商
迦
寿
學
林

昭
和
三
十

一
年
十
月
二
十
日

ろ
う
事
。
⇔
米
の
流
通
は
廣
汎
活
燦
で
あ

っ
た
事
。
国
生
産
の
地
域
的
循
差
が
著
し
く

、
~
生
産
地
と

消
喪
地
と

の
問
の
密
謡
雰
品
願
係
の

生
じ
た
事
、
⑮

米
南
に
乏
し
い

地
方
の
農
民
の
商
業
的
作
物
の
栽
蛸
や
、
地
方
的
に
専
業
化
さ
れ
た
手
工
業
製
品
に
よ
る
生
計

維

持
、

何
市
場
闘
係
の
複
雑
不
均
衡
な
事
。
同
米
の
流
通
過
程
に
、
歩
招
、
米
主
、
米
船
、
米
牙
人
、
米
鋪
、
な
ど
の
特
殊
な
商
人

の
介
在
す
る

事
、
な
ど
の
諸
黙
を
指
摘
出
来
た。

「
初
期
サ
キ
ャ
派
史
」

十

一
机
紀
後
半
か
ら
十
二
冊
紀
半
ば
ま
で
に
、
西
蔵
佛
赦
は
大
別
し
て
、
殺
誡
派

・
薇
系
派

・
商
迦
派
の

三
主
流
廠
間
の

創

立

を

み

躙
嗚
が
、
元
室
よ
り
西
方
佛
数
の
統
轄
者
に
任
命
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
他
派
を
黙
倒
し
て
同
蔵
全
土
の
政
放
阿
糀
を
把
握
し
た
。

． 

金

子

良

太
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「
言
語
の

111」
(
S
m
r
a
,
b
a
h
i
 
s
g
o
)

に
は
、

．
 

「
具
餘
」

昭
和
三
1
二
年
一
月
十
九
口

昭
和
三
十

一
年
十
二
月
十
五
日

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
吟
梅
里
と
吟
密
と

は
同

一
地
で
、 「
明
代
吟
密
王
家
の
起
原
」

が
ら
、
古
典
チ
ベ
ッ
ト
．
語
に
つ
い
て
こ
れ
、

..
 
．
 

明
史
西
域
偲
に

お
い
て
、
吟
梅
里
偲
と
吟
密
術
側
と
は
、
別
々
の
王
家
の
歴
史
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
が
、
賞
は

コ
ム
ル
な
る
図
の
名
を
窟
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

吟
栢
里
偲
は
、
明
賞
録
に
従
っ

て
洪
武
年
間
の
コ
ム
ル
の
歴
史
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
永
業
年
問
以
後
の
胚
史
を
扱
っ
て
い
る
吟
密
術
偲
の
前
に
お
か
れ
る

吟
密
衛
悔
に
出
て
く
る
、
明
代
吟
密
王
家
の
始
祖
と
も
い

え
る

コ
ム
ル
の
主
、
納
忽
里
な
る
名
前
は
、
明
賞
録
に
散
見
す
之
と
こ
ろ
の

、

北
元
の
元
主
脱
古
思
帖
木
兒
隈
下
に
弧
大
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
大
酋
、
冗
納
失
里
の
誤
窃
に
他
な
ら
な
い

。
こ
の
几
納
失
里
と
、
元
史

諸
主
表
に
記
さ
れ
て

い
る
威
武
四
寧
王
、
廊
王
、
荊
王
と
の
間
に
何
ら
か
の
闘
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ポ
ー
ル

・
ペ
リ
オ

博

士
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
私
は
、
元
史

の
編
年
の
記
述
を
調
べ
、
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
時
代
の
タ
ン
グ
ー

ト
地
方
の
モ
ン
ゴ
ル

封
建
王
侯
の
系
誘
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
代
の
終
り
か
ら
、

明
代
の
初
め
に
か
け
て
の
コ
ム
ル
の
市
情
を
述
べ
て
み
た
。

「
チ
ベ
ッ
ト
諾
接
絞
僻

t
e

に
つ
い
て
」

チ
ベ
ッ

ト
語
接
紐
阻

t
e,
s
t
e,
 d
e
は
、
今
日

で
は
連
児
法
則
に
桐
し
て
蔦
別
が
あ
る
ば
か
り
で
用
法
上
の
置
別
は
な
い
。
し
か
し
な

の
萎
絞
酎
の
分
類
を
す
す
め
て
み
る
と
、
二
つ
の
桑
く
異
つ
た
用
法
が
麒
め
ら
れ
る
。

は
、
二
つ
の
文
又
は
述
語
の
間
に
時
間
的
な
前
後
闘
係
が
示
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
他
は
そ
の
よ
う
な
閲
係
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
ろ
。

(l
h
ag
,
m
a
 b
c
a
s
)
が
壻
示
代
名
詞
の
砕
殊
な
用
怯
で
た
い
か
と
息
わ
せ

山

ロ
LIfij 
．
 王

訊

松

村

潤

一っ
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の
周
は
、

4

園

書

閲

覧

つ
ま
り
、
代
名
詞

d
e
が
連
翌
な
し
に
接
綬
の
働
き
を
示
し
え
た

こ
と
を
述
べ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

は
、
二
文
叉
は
二
つ
の

述
語
の
間
に
時
間
的
な
前
後
が
な
い
場
合
に
限

つ
て
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
接
絞
甜

土
述
の
用
法
に
従

っ
た
指
示
代
名
詞

d
e
と
過
去
の
時
を
示
す
特
殊
な

s
u
f
f
i
x
'
s
と
の
連
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
t
e
1
d
e
は

s
t
e
に
由
来
し
て
昔
翌
の
閲
和
を
原
因
と
し
て
成
立
し

た
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

見
解
と
は
異
り
、
'c
e
C

叉
ぱ

，te)

は
元
来
異
つ

た
形
態
を
も
つ
て
憚
別
の
あ
る
用
法
を
砕
常
し
て
い
た
が
、
次
第
に
況
同

「
京
殷
前
の
間
の
寄
銅
器
」

殷
と
問
の
銅
器
の
別
に

つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
多
く
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
説
が
立
て
し
れ
て

い
る。

し
か
し
、
こ
の
場
合

い
つ
も
西
周
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
武
王
が
帝
討
を
た
お
す
前
の
間、

い。

こ
こ
に
―
つ
の
盲
麻
が
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
優
秀
な
轡
銅
兵
器
で
式
装
さ
れ
た
股
を
一
饗
に
滅
ぼ
し
た
問
は
、
も
ち
ろ
ん
齊
銅

兵
器
を
持
つ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
克
殷
後
あ
れ
ほ
ど
さ
か
ん
に
銅
器
を
造
つ
た
問
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
銅
器
を
用
い

て
い
な

か

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ

れ
ら
の

い
わ
ば
「
前
問
式
」

と
も
稲
す
べ
き
齊
銅
利
器
や
銅
器
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
形
式
を
具
え
て

い
た

で
あ
ろ
う
か
。
殷
の
と
は
全
く
系
統
の
違
う
も
の
で
あ
っ

た
か
。
あ
る

い
は
、
初
め
同

一
起
原
で
あ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
二
つ
に

分
れ
た

の
か
。
こ
の
間
の

事
情
を
、
近
ご
ろ
登
見
さ
れ
た
新
し
い
資
料
に
よ
り
、

昭
和
三
十
二
年
二
月
十
六
日

倣
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と

s
t
e
 

る
記
述
が
あ
る。

つ
ま
り
粛
殷
前
の
問
の
こ
と
は
間
穎
に

し

て
い
な

い
ろ
い
そ
の
角
度
か
ら
究
明
し
て
み
た
。

闘

野

雄

t
‘
 

才

遂
に
一
方
が
他
方
の
異
態
と
見

s
t
e
 
は
元
来
が

尤
も
、

そ
れ
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こ
の
文
庫
は
、
次
の
各
琥
の
場
合
に

は
閲
覧
業
務
を
行
わ
な
い
。

（
閲
覧
を
行
わ
な
い
日
）

第

二
條

圏
書
閲
覧
の

事
務
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
國
立
國
會
圏
書
館
支
部
東
洋
文
庫
が
管
掌
し
て
お
り
、
昭
和
三
十

一
年
四
月
以
降
、

三
十
二
年

閲
覧
圏
書
敷

三
、
五

0
二
人

な
お
、
國
立
國
會
圏
書
館
支
部
東
洋
文
庫
の
圏
書
閲
覧
規
則
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

國
立
國
會
圏
書
館
支
部
東
洋
文
庫
圏
書
閲
覧
規
則

（
園
害
の
閲
覧
の
で
き
る
者
）

•• ＂ 

國
會
議
員
、
及
び
東
洋
學
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
で
國
立
國
會
圏
書
館
長
叉
は
東
洋
文
庫
長
が
滴
嘗
と
認
め
た
者
は
、
こ
の

文
庫
の
圏
書
そ
の
他
の
圏
書
館
姿
料
（
以
下
圏
書
と
い
う
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
閲
覧
時
間
）

第
三
條

圏
書
の

閲
覧
時
間
は
、
午
前
八
時
四
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

日
曜
日
及
び
祝
日

木
曜
日
の
午
後

第

一
條

ハ
六
、
六
六
八
冊

閲

覧

者

敷

開

館

日

敷

二
九
七
日

一月
に
至
る
閲
覧
概
況
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
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第
卜
條
（
亡
失
、
毀
損
等
の
虚
岡
）

2
 

を
停
止
叉
は
禁
止
す
る
こ
と
が
あ
る。

第
九
條

ー

（
利
用
の
制
限
）

第
八
條

こ
の
文
庫
の
圏
書
は
、
庫
外
貸
出
を
行
わ
な
い
。

閲
覧
者
は
、
文
庫
職
員
の
指
示
に
従
い
、
所
定
の
間
覧
室
に
お
い
て
閲
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
説
等
の
参
観）

こ
の
文
庫
の
施
設
ま
た
は
圏
書
の
参
観
を
希
望
す
る
者
は
、
文
庫
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
庫
外
貸
出
）

こ
の
文
庫
の
規
則
叉
は
指
示
に
従
わ
な
い
者
若
し
く
は
そ
の
他
の
不
都
合
の
行
為
を
し
た
者
に
封
し
て
は
、
文
庫
の
利
用

他
人

に
迷
惑
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
封
し
て
は
、
入
庫
を
担
否
す
る
。

圏
書
を
亡
失
叉
は
毀
損
し
た
者
は
、
指
定
の
圏
書
を
代
納
す
る
か
、
叉
は
相
嘗
の
代
慣
を
辮
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
閲
覧

第
七
條

第
六
條 ら
な

い
。

第
五
條
（
閲
翌
手
績
）

圏
書
を
借
り
受
け
る
に
は
、
申
込
票
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
文
庫
に
提
出
し
、
圏
書
閲
覧
票
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

第
叫

條

圏

書
の

閲
覧
は
無
料
と
す
る。

（
閲
鰹
料）
國
立
園
會
圏
書
館
長
が
臨
時
に
必
要
と
認
め
た
場
合

• 

亀

｀ 
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五
、
希
望
者
は
圏
害
撮
影
許
可
願
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
、
文
庫
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
し、

゜

嶋

四、

1

塁
重
圏
書
あ
る

い
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
は
、

す
べ
て
文
庫
営
事
者
が
こ
れ
を
撮
影
す
る
。
依
頼
者
が
自
ら
揖
影
す
る
こ
と
は
出
来

典
を
認
め
る
。

る。

但
し
、
撮
影
の
場
所
は
文
庫
に
於
て
指
定
す
る
。

東
洋
文
庫
所
蔵
饂
舌
窟
買
搬
影
交
附
規
定
（
暫
，
翌
）

一
、
文
靡
所
蔵
繭
書
の
窟
箕
撒
悩
交
附
の
願
出
が
あ
っ
た
楊
合
は
、
原
則
と
し
て
文
庫
常
事
者
が
こ
れ
を
撮
影
，し
、
そ
の
燒
付
印
鉦
紙
あ

二
、
希
認
者
が
自
ら
撮
影
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
場
合
は
、
そ
れ
が
普
追
圏
書
の
一

部
撮
影
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
許
可
す
る
こ
と
が
あ

三
、
希
望
者
が
普
追
圏
告
の
一

部
撤
影
を
文
庫
側
に
依
頼
し
た
場
合
、
希
望
あ
れ
ば
、
そ
の
ネ
ガ
フ

ィ
ル

ム
あ
る
い
は
原
板
の
交
附
・

貸

る
い
は
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
を
交
附
す
る
。

こ。t
 昭和
三
十

年
度
に
、
研
究
者
の
需
め
に
應
じ

て
撮
影
し
た
圏
書

・
資
料
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
大
方
廣
如
来
蔵
程
ほ
か
七
四
件
に

の
ば
つ

5

園

書

撮

影

）
の
規
則
は
公
示
の
日
か

附

則

施
行
す
る
。

票
の
紛
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
と
す
る。

鯰

響．
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〔
注
意
〕

以
上
の
慣
格
は
、
時
債
に
よ

っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る。

有

光

紙

半

切

（

密

焙
を
含
む
）

一
枚

四

査

0
闘

キ
ャ
ビ~

ネ

、r

二

0
屈

A
3
 

、r

一
四
〇
屁

A
3
（
袋
綴
製
本
の
場
合
）

// 

一
五
〇
皿

A
4
 

/' 

ハ
王
皿

C
H
 

A
5
 

枚

―-
0回

一、
印
贔
紙
燒
付

カ
ッ
ト
フ
ィ
ル

ム
（
キ

ャ
ビ
ネ
、
密
愁

／
枚
附
）

枚

|J LI 

〇
脳

闘
別
閾
芥
（
國
究
）

‘’ 

^
L
)
団

-（
ー

＇ 

虫
暉女
闘
喜

// 

ー
一
五
且

に
l

行．
叫

仕
ー

t

1
 
＇ 

ヽ

fr̀

-

ヽ
•
一

．
副

（
フ
ィ
ル
ム
）

i

五
ー
ニ
0
屈

‘、

ヽ

I
.l
(
／
／
ノ

,．‘ 

lr‘ 

J
 

-
4
J
l
,
＇ 

•
1
,) 
邸
其
撮
彩
料
金

あ
る
い
は
原
板
は
文
団
に
涙
作
す
る
。

ず
文
庫
営
事
者
が
船
影
す
る
。

そ
の
場
合
、
原
則
と
し
て
燒
付
印
翡
紙
あ
/
:
>
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
み
を
交
附
し
、
ネ
刃
フ

f

ル
ム

〔
注
窯
〕

辿
口
研
閾
書
を
一
巻

．
．
冊
生
た
は
そ
れ
以
ヒ
ま
と
め
て
伽
炭
す
る
場
合
は
、

• 

ャ

希
望
者
が
白
ら
撮
艇
す
る
こ
と
は
出
来

f
、
必

ー 29 —



従
来
、
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、

か
か
わ
ら
ず
、
甚
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
は
特
殊
な
言
語
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
研
究
姿
料
の

2

研

究

者

養

成

研
究
招
嘗
者

研
究
協
力
者

（
京
都
大

mナ）

製
冊
し
て

一
―
九
巻
、
八

0
九
肘
、
印
畳
紙
敷
に
し
て
約
九
八
、

0
0
0枚
の

一
セ
ッ
ト
が
完
成
し
た
の
で
、

梵
田
野
伯
猷
（
束
北
大
學
）

干
渇
龍
畔

（
九
州
大
學
）

イ
、/

ド
ヽ

吉
川
幸
次
郎
（
京
都
大
學
）

本
研
究
は
昭
和
二
十
八
年
以
来
、
文
部
省
科
學
研
究
費
交
附
金
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
、
嘗
時
滞
英

中
で
あ
っ
た
榎

一
雄
研
究
員
の
監
督
下
に
撮
影
・
盤
理
し
た
大
英
博
物
館
所
蔵
ス
タ
イ
ン
博
士
蒐
集
敦
煽
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム

（
ネ
ガ

・
プ
リ

ン
ト）

ニ
ニ
〇
リ
ー
ル

は
昭
和
―――

十
年
末
、
文
庫
に
到
着
し
、
そ
の
ペ
ー
パ
ー
・
プ
リ
ン
ト
化
に
著
手
し
た
。
か
く
し

て

三
十

一
年
度
に

は
、
六
月

よ
り
翌
三
十
二
年
三
月
に
亙
つ
て
別
に

一
セ
ッ
ト
を
作
製
し
、

三
月
末
、

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
に
こ
れ
を
寄
賄
し
た
。

イ
ス
ラ
ム

お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
に
闘
す
る
研
究
は
、
そ
の
重
要
性
に

小

山
本
逹
郎

江
上
波
夫
（
束
洋
文
化
研
究
所
）

岩
井
大
態

1

機

闘

研

究

五

榊f

究

活

励

榎

一
雄

辻
直
四
郎
（
東
京
大
學
）

大
英
博
物
館
、

A
・
ス
タ
イ
ン
卿
鬼
集
敦
煽
文
書
の

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
撮
影
並
に
そ
の
墜
碑
研
究
」

貝
塚
茂
樹
（
人
文
科
學
研
究
所
）

那
波
利
貞
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「
高
麗
兵
馬
使
考
」

（
『
束
ア
ジ
ア
史
』
、
山
川
出
版
社
、
昭
利
―
―
―
十
一
年
十
一
月
）

（
「
束
詐
卑
報
」
―
―
―
九
怨
一
披
）

末

松

俣

和

「
占
城
國
末
期
の
國
都
と
貿
易
港
に
つ
い
て
」

「
異
固
渡
海
朱
印
朕
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
」

（
「
東
詐
駆
報
」

＝
―
-
九
脊
二
跛
）

（
「
祇
C
11
総
滸
史
序
」
1

1

―
―巻――
―
跛
）

岩

生

成
『
明
史
食
貨
志
闘
註
』

「
朝
鮮
史
（
古
代
よ
り
高
麗
ま
で
）
」

（
来
詐
文
州
、
昭
利

――

-+1
一年――

l"几）

.. 
IU
析

幻

"T-

和

|「l

洞 3

職
員
の
研
究
業
績

「
イ
ソ

ド
土
地
制
度
史
の
研
究
ー
ー
え
＇
ギ
リ
ス
統
浩
ド
に

お
け
る

l

」

宋
パ
紐
病
史
の
研
究
」

現
在
の
研
究
生
お
よ
び
そ
の
研
究
遁
目
は
左
の
苅
り
で
あ
る
。

.
J
 
口I1r
 

「
近
靴
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
史
の
研
究
ー|
l

オ
ラ

ン
ダ
東
印
度
會
社
の
活
動
を
中
心
と
し
て

ー

—
ー
」
永

畠 籾

今
3困 昭

斯

波

義

信

盤
備
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
今
な
お
未
開
拓
の
分
野
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
を
遊

裳
し
得
る
柏
究
機
闘
と
し
て
、
わ
が
國
に
お
い
て
は
か
な
り
姿
料
を
賂
圃
し
て
い
る
京
洋
文
庫
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
肱
に
鑑
み
、
昭
和

-＝了

一
年
度
よ
り
文
部
省
の
柿
助
を
得
て
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
の
養
成
を
主
と
す
る
研
究
生
制
度
を
復
活
し
た
。
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国
蕊
声
嗣
峠
悩
搾
」
（
『
忙
酎
認
笞
』
慕
麟
’
生
云
宝
＇
苗
忌
111+
1
姜
＋
11:it:_) 

ヨ
怜
艘
醤

噂
頸
縣
岨
皿
語
王
語
塁
逃
囀
］
＋
円
藍
」
（
「
咲
紐
X
母
起
，
忍
苺
誕
致
」
漆
＋
串
）

認
l
哉

「
ゞ
へ
狙
ヽ
ト
ト
心
蕊
談
」
（「
出
硲
器
醤
」
1く
回
記
<
'
ギ
'
<
器
）

直
頓
朕
器
国
睾
心
蕊
裟
・
ド
汀
匡
奨
臣
匿
」
（
国
冦
澤
」
11l
担
紅
謬
）

「
ャ
入
ユ
阻
鯉
」
（
「
羊
弐
筑
Q
送・
娯」
<
旬

"
S
e>gdiana a

n
d
 
the Hsiung-nu", Central Asiatic Journal, 

Vol. 
1, 
N
o
.
 1
 (1955
).
 

"T
h
e
 0£igin of 

the W
h
i
t
e
 H
u
n
s
 or Hephthalites", 

East a
n
d
 West, 
VI, 
3
 (1955
).
 

"Japan 
in 
W
o
r
l
d
 History", 

India Quarterly, XII, 
4
 (1956). 

"Japanese B
u
d
d
h
i
s
m
"
,
 R
a
d
i
o
 India, 
M
a
y
 7, 
1956. 

尼
翫
iく
醤

"
O
n
 t
h
e
'
T
e
n
s
e
'
S
y
s
t
e
m
 of 
M
i
d
d
l
e
 
K
o
r
e
a
n
 
Verbs", 

M
e
m
o
i
r
s
 
o
f
 
the 
Research 

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 
o
f
 
the 

T
o
y
o
 Bunko, N

o
.
 16, 
1957. 

塁
壷
槻

『
丑
腿
瓶
吋丑
蘭杜
忘
択
』
（
配
氏
K
硲
王
器
如
＇
苗
忌
11l+
1
等.μ
:it:_) 
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和

東
洋
學
報
三
九
巻
一
読

l
四
腕
内
容
目
次

三
九
脊

一
腕
（
昭
和
―
―
―
十
一
年
六
月
）

高

麗

兵

馬

使

考

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

末

突
蕨
初
期
可
汗
の
系
諮
：
．．．．．．．．．．．． 
；
 ．．．．．．．．． 
；
 
．．． 

；
 
．．．．．．．．．． 
…

…

…

…

 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
護

ー

伊

瀬

仙

太

郎

氏

の

反

論

兵

ぶ

ー

網
輯
委
員

田

涼

三

根

谷

徹

山

根

幸

夫

山

本

逹

郎

田

中

正

俊

本

田

賞

信

松

村

潤

榎

雄

河

野

-'̂  
/‘ 

郎

闊

野

雄

上

次

出

山

本

逹

郎

和

旧

清

末

松

保

和

津

田

左

右

吉

原

田

淑

人

梅

原

末

冶

榎

雄

白

鳥

清

評

議

員

石

田

幹

之

助

會

艮

和

田

附

清

岩

1

東

洋

學

術

協

會

井

大

惹

岩

生

成
曾.,:l 

ヽ

推

夫

松

保

和
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九
巻

叫
読

｀
 

三
敬
披
帥
大
全
と
天
妃
娘
娼
僻
を
中
心

と
す
る
娼
組
俯
説
の
考
察
．．
．．
．．．．
．．
．．．
．
 
：
 ．．．．．
．．
 
：
 ．．．．．．．．
．．．

．．
．．
．．
 
李

w
.
G
・
ア
ス

ト
ン
『
日
本
紀
』

．．
．．．
 
：
 ．．．．
．．．．

．．．
．．．
．．．．
．．．．
．．．
．．．
 
：
 ．．．
．．．
．．
．．．．．
．．．
．．
．．
．．．
．．．
．．．
 
…
…
…
…
亀

占
城
國
末
期
の
園
都
と
貿
易
港
に
つ
い
て

：
；
．．．．．
．．．．．

．．．

．．
．．
．．
．．．．．
．．
．
 
；
 ．．．．

．．．
．．
．．．．．．．

．．．
．．．．．．．．．

．．
 
：・・
岩

オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン

ド
鯉
螢
初
期
に
於
け
る
シ
ャ

ム
貿
易
の
役
割
…
．．
．．
．．．
．
 
；
 ．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．．．． 
永

ー
一
六
―
―
―
四
年

の。
ハ
ク
＝
一

遠
征
を
め

ぐ
つ
て
ー
ー

建
州
左
椛
の

位
置
と
滅
亡
の
時
期
：
・
：
・
…
…
…
…

..

...

...

....

.....

... 
;
：
●●
●●●
●●： 
．．．
．．．
．．．．．

．．．
．．．．．
．．．．

．．．
 
園

宋
代
の
冬
季
失
業
者
救
護
事
業
に
つ
い
て
…
…
•
•
•
…
·
;

...

..

.... …
…

•••
…

・・
・・・
・
・
・
・
・
・
・

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・今

南
宋
米
市
場
の
分
析
…
…
・
:
・
;
…

．．．．．．．． 
;
：
 ．．．．．．．．．． 
;
 ．．．．
．．．． 
;
…
 
......... …
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
斯

清
朝
期
中
の
畿
輔
旗
地
政
策
（
二
）
．．．．．．

．．．．． 
；・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・
・・・・・

・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・・石

明
初
の
均
工
夫
に
つ
い
て

．．．．． 
；
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：・・・・・

・・・・・・山

プ
ラ

イ
ア
ン

・
ハ
リ
ス
ン
『
東
南
ア
ジ
ア

小
史
』
．．．．．．．． 
；
 ．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
 ．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．． 
永

唐
代
に
お
け
る
中
國
語
語
頭
鼻
音
の

Denasalization
進
行
過
程
：・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・水

三

九

巻

三
琥

（
昭
利

――-
+
―
年
古

一月
）

三

九

巻

二

統

（
昭

fll
-――
十
一

年
九
月
）

谷

冥

成

積

昭

根

幸

夫

橋

秀

雄

波

義

信

堀

誠

田

謳

穂

昭

消
朝
中
期
の
畿
輔
旗
地
政
策
(

l

)
••••••••••• 

；
 .......... …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
・・・・
・・・

・・・
・・・・
・・
石

橋

ー
ー
特
に
荊
正
・

乾
隆
年
間

の
制
度
上
に
あ
ら
わ

れ
た
旗
地

の
崩
捩
防
止

と
旗
人

の
救
済
に
脳
す
る
政
策
を
中

心
と
し

て
|

_ 秀

雄

生

成

田

隆

之
献

蹄
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文
変
冒

頁

岡

版

二
葉

畠

版

「
近
代
中
國

に
お
け
る
郷
村
統
沿
の
研
究
」

「
中
批
ト
ル

キ
ス
タ
ン
史
の
研
究
」

研

究 2
 
ハ
ー
ヴ

ァ

ー
ド
・

エ
ン
チ
ン

・
グ
ラ
ン

ト
連
腎
委

員

會

明
代
吟
密
王
家
の
起
原
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松

チ
ベ
ッ
ト
語
接
綬
癖

te
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山

R
a
 tna v
a
d
a
n
a
m
a
l
a

に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩

|
R
a
t
n
a
m
a
l
a
v
a
d
a
n
a
,
 
ed•K

. 

T
a
k
a
h
a
t
a
を
見
て
—
ー

『
フ
ェ
ル
ビ
ー

ス
ト
通
信
集
』
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
矢

サ
ン
ジ
ェ
フ
編
『
ド
ル

ジ
1
1

ベ
ン
ザ
ロ
フ
著
作
集
』

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
護

前
年
度
に
引
絞
き
、
交
附
さ
れ
た
資
金
を
も
っ
て
、
左
記
の

研
究
お
よ
び
出
版
を
助
成
し
た
。

満
文
老
櫓
研
究
含
謁
註
『
満
文
老
楷
』

II

岩
井
大
惹
『
日
支
佛
敬
史
論
孜
』

｀ 
東
洋
文
庫
論
叢
第
三
十
九
昭
和

—-
i
ト

ニ
年
玉
月

A
五
版
玉
五

四
頁
索
引

三
二
頁
英

（
前
褐
）

山

根

幸

夫

松

村

潤 `
>
し

本
雅

夫

澤

利

彦

裕

口

瑞

鳳

村 ，＇ヽー・，．
I

鴫

潤

- 49 -



四
月
十
四
日

五
月
十
九
日

七
月
十
四
日

九
月
十
五
日

f

九
月
二
十
九
日

六
月
三
十
日

~. 
T
ミ
p
i注
g
R
ebellさ
n
を
讀
ん
で
」

｀ ` 

矢

澤

利

彦

「

T
a
n
,
C
.
 C.
:
 Th
e
 B
o
x
e
r
 C
a
t
a
s
t
r
oP
恕
．

「
越
南
近
代
史
の
構
成
」

帥
田
正
雄
氏
を
園
む
會

「
黎
満
『
闘
子
中
國
資
本
主
義
萌
芽
問
題
的
考
察
』
歴
史
研
究
、

「
戊
戌
菱
法
と
湖
南
省
」

「
彰
信
威
『
中
國
貨
幣
史
』

を
讀
ん
で
」

佐

々

木

正

哉

「

B
o
a
d
m
a
n
,
E
u
g
e
n
e
 P
o
w
e
r
s
:
 
C
hr
is
tia
n
 
I
 n/
lu
e
n
c
e
 
u
po
n
 the 
I
d
e
o
l
o
g
y
 
o
f
 the 

小

野

川

秀

美

一
九
五
六
年
四
期
を
讀
ん
で
」

佐

伯

有

一

「
湯
志
釣
『
戊
戌
菱
法
史
論
』
を
讀
ん
で
」

帥

田

信

夫

「ベ

ー
ム
・
ダ
ッ

ト

『
現
代
イ
ン
ド
』

を
讀
ん
で
」

山

本

逹

郎

「
左
爽
敦
條
主
義
と
右
糞
日
和
見
主
義
」

衛

藤

溶

吉

ハ
月

日

「
十
九
批
紀
後
半
の
満
洲
」

和

田

清

四
月
二
十
八
日

山

本

逹

郎

村

松

祐

次

昭
和
三
十

一
年
度
に
は
次
の

研
究
會
を
お
こ
な
っ
た
。

3

近
代
中
國
研
究
委
員
會

1955•New 

Y
ork
に
つ
い
て
」
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U
n
i
versity 

鰐
批
文
編
索
引

十

一
月
十
日

な
お
、
近
代
中
國
研
究
運
螢
委
員
會
の
現
在
ま
で
の
刊
行
書
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

中
國
文
化
史
日
本
語
文
献
目
録

（敬
育
・
キ

リ
ス
ト
敬
）

瓢

蒜

叡

繹

闘

疇

近

代

中

國

研

究

姿
科
目
録

中
國
雑
誌
論
説
目
録
（
寓
國
公
報

・
江
蘇

．
浙
江
潮

・
澗
北
學
生
界

・
民
報
）

盛
宜
懐

・
考念
抵
凱
奏
議
目
録
（
愚
齋
存
稽

・
北
洋
公
閥
類
纂

・
同
絞
編
）

左
宗
棠

・
張
之
洞
・
華
罰
成

・
張
芥
奏
議
目
録
（
左
文
襄
公
全
集

・
張
文
襄
公
全
集

・
庸
煎
全
集

・
張
季
子
九
録
）

綜
批
文
編
紬
目
録

鯉
批
文
編
総
目
録

第
二
分
冊

（
皇
朝
網
冊
文
絞
編

・
三
編

・
四
編
・
査
編
・
新
編
二
租
・
新
編
綬
集
・
新
編
時
務
絞
編
・
鰹
洞
文

L
ist 
o
f
 t
h
e
 B
l
u
e
 B
o
o
k
s
 c
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
t
h
e
 F
a
r
 E
a
s
t
 
in 
t
h
e
 Libraries o
f
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
 a
n
d
 

E
d
.
 by
 S
.
 E
t
o
h
.
 

新
編

・
畜
支
文
編

・
皇
朝
違
咸
同
光
奏
議

・
民
闊
鰐
冊
文
編
）

第
一
分
冊

（
皇
朝
糎
樅
文
編

・
同
柏
・

同
絞
編
三
籾）

多
賀
秋
五
郎
・
矢
澤
利
彦
共
編

H
i
 to tsubashi
 

李
鴻
章
奏
議
目
録
（
李
文
忠
公
全
害
）

十
二
月
十
五
日

「
川
沙
の
暴
動
」

市

古

宙

十

一
月
二
十
四
日

「
飽
超
と
雹
軍
」

中

山

八

郎

「
下
闘
條
約
第
六
條
第
四
項
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
」

波

多

野

善

大

十
月
十
三
日

「
清
末
財
政
の

一
問
題
ー
嘉
・
道
間
州
縣
の
断
空
に
つ
い
て
」

4 

ーす，
 

鈴

木

中

正
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